はじめか 5 ボリュームを上げずぎない 

突然大をな音び出て耳をいためることびあ0ます。ボリュームは 
徐々に上げましよラ。 

通電中の製品に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因にな 
ることびあります。 

かゆみなど違和感びあった6使わない 

へッドホンび肌に合わないと感じたとさは早めに使巧を中止し 
て、医師またはソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーヴー 
ビスステーションにご相談ください。 


Bluetooth 無線技術について 

Bluetooth 無線技術は、デジタルミュージックプレーヤーやへッドホンなど 
のデジタル機器同±で通信を行ラための近距離無線技術です。 USB のよラ 
に機器同±をケーブルでつなぐ必要はな<、また、赤外線技術のよラに機器 
同±を向かい合わせたりする必要わありません。例えば片方の機器をかば 
んやポケットに入れて使ラことをでさます。 


イヤーピースはしっかり取り付ける 

イヤーピースびはずれて耳に残ると、けびや病気の原因となるこ 
とびあります。イヤーピースはしっかり取0付けてください。 

祈空機巧で使わない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれびあ 
ります。 

医療機器の近ぐで使わない 

電波びむ臓ペースメーカーや医療用電気機器に影響を与えるおそ 
れびあります。満員電車などの混雑した場所や医療機関の屋内で 
は使わないでください。 

む臓ペースメーカーの装着部位か 622 cm む上離す 

電波によ0ペース 一力一の動作に影響を与えるおそれびありま 
す。 

自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くでは使わない 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれびあ 
ります。 

本製品は、国内専用でず 

海外では国によって電波使用制限びあるため、本製品を使用した 
場合、罰せ5れることびあります。 


大音量で長時間続けて聞きずすない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪 
い影響を与えることびあります。耳を守るため、音量を上げすざ 禁止 

ないよラにごを意ください。 


付属外のケーブルを使わない 

充電するとをは、必ず付属の Mic の USB ケーブルや充電ケーブル 
を使巧してください。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の 
原因となります。 

推奨！;(巧•の AC パワーアダプターを使わない 

AC パワーアダプターを用いて充電すると对ま、必ず本製品に対応 
している別売りの AC パワーアダプター (AC-NWUM60 など)を 
使用してください。対応機種についての詳細は、裏面の r お問い合 
わせ窓口のご案内」の「ウォークマンカスタマーヴポート」のホー 
ムページをご覧ください。 

分解しない 

故障や感電の原因とな0ます。充電式電池の交換、内部の点検お 
よび修理はソニーの相談窓口またはお買い上げ店、ソニーヴービ 
スステーションにご依頼ください。 

乂の中に入れない 

乂のそばや炎天下などで充電したり、放置しないでください。 


こんなことびでをます 

本製品は Bluetooth 無線技術を利用したワイヤレスステレオへツドホンで 
す。 

• 本製品に対応する"ウォークマン"や聞 uetooth 才ーディオトランスミツ 
ターなどの Bluetooth 対応機器化^降、 Bluetooth 機器と記載します)の、 
音楽をワイヤレスで楽しむことや、 Bluetooth 機器の基本的なリモコン 
操作(再生、停止など)びでをます。 

• 周囲の電波の影響による音切れび発生しにく <、低消費電力で、簡単に接 
続びできる Bluetooth 標準規格 Ver.2.1+EDFT 2 と、政下のプ n ファイルに 
対応しています。 

-A2DP (Advanced Audio Distribution Profile) :高音質な音楽]ンテ 
ンツの送受信。 

-AVRCP (Audio Video Remote Control Profile) :再生、一時停止、停止、 
ボ U ューム調節など、 AV 機器の操作。 

• ノイズキャンセ U ング機能搭載 

ノイズキャンセ U ング機能を有効にすると、周囲の騒音を低減することび 
でをます。 

• "ウオークマン"の r おすそわけ充電」機能に対応しています。 


運転中は使用しない 

自動車やノ くイク、自転車などの運転をしなび5使巧しないでくだ 
さい。特にノイズキャンセ U ング機能は周囲の音を遮断しますの 
で、警告音などち聞こえに<くな0ます。運転中政外でち、踏切や 
駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音び聞こえないと 
危険な場所では使わないでくださし、。 

巧部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異物 
び入ったとさは、すぐに使用を中止し、ソニーの相談窓□またはお 
買い上げ店、ソニーサービスステーションにご相談ください。 

巧団などでおおった状態で使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因となることびあり 
ます。 



I 対応機種についての詳細は、裏面の「お問いをねせ窓□のご案内」の「ウォー 
クマンカスタマーサポート」のホームページをご覧 < ださい。 

)-Enhanced Data Rate の略です。 

ろ 「おすそわけ充電」とは、"ウォークマン"の内蔵電池か b 本製品に充電する機 
能です。 



まをのために 


yv A . 下記のま意を巧6ないと 

应 i 危険 I 乂災•感電•発熱•発义にょり 

火が感電歹巧二や大け方もり原因となりまず。 


ごま意 

本製品は Bluetooth プ□ファイル HFP (Hands-Free Profile : 八ンズフリー 
ブ □ファイル) および HSP (Headset Profile :へツ ド セツ トプ □ ファイル）に 
は対応していません。スマートフオンにお使いの場ち、音楽再生のみに対応し 
ていまず。通話にはご使用できまはんのでごを意ください。 


危険！巧電式電池び液漏れしたとき 

巧電式電池の液が漏れたときは素手で液ををね6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、 ソニーの 相談窓□またはお買い上 
げ店、ソ ニーヴービスステーション にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこす5ず、 
すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受け 
てくださし、。 

液び身体や衣服についたとさわ、やけどやけびの原因になるので、すぐに 
をれいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあると走には医師に 
相談してください。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してか 5 本文をお読みくださし、。 

I A 片险 I この表おの注意事項を守5ないと、火災-感電-漏液-発熱 • 
1/へ位映 I 破裂などにより死こ传大けびなどの人身事故び生じます。 

I A 敬化 I この表示の注意事項を守 b ないと、火災-感電などにより死 t 
1/へ目 口 I や大けびなど人身事故の原因となります。 

I A ご午叫この表示のミ主意事項を守 5 ないと、感電やその他の事故によりけ 
I い'王思 I びをしたり周辺の家財に損害をちえたりすることびあります。 

ま意を促ず記号 巧為を禁止ずる記号巧為を指示する記号 

A A A (5D ® ® O 

ミ主意 乂災 感電 禁止お独禁止分解禁止 指示 


本製品の使用上の注意事項 

本製品の使巧周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電モレンジ等 
の産業-科学-医療用機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等 
で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定 
のか電力無線局、アマチュア無線局等(政下「他の無線局」と略す)び運用さ 
れています。 

1. 本製品を使巧する前に、近くで「他の無線局」び運巧されていないこと 
を確認してください。 

2. 万一、本製品と r 他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速 
やかに本製品の使巧場所を変えるか、または機器の運用を停止(電波の 
発射を停止）してくださし、。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとをは、ソニーの相談窓□まで 
お問い合わせくださし、。 

2 A F H 1この無線機器は 2.4GHz 帯を使用します。変調方式とし 
I = ; I て FH-SS 変調方式を採用し、与干渉距離は 10m です。 


る部の名前 



田へッドホン 

回シャトルスイッチ ( W / W ) 

固内蔵アンテナ 

Bluetooth 通信中は内蔵アンテナ 
部分を手などでおおわないで< 
ださい。 Bluetooth 通信に障害を 
起こすことびあります。 

团 Wl/POWER ボタン*， 

固ランス青)(赤） 

通信状態を青色、電源状態を赤色 
でお知らせします。 

固 Micro USB ジャック 
团 V 0 L +* V - ボタン 
画 RESET ボタン 
回クリップ 

励ノイズキャンセリング ON/OFF 
スイッチ 

*1 ボタンには、凸点(突起)び付いてい 
ます。操作の目印としてお使いくだ 
さい。 


本製品の操作 


クヒント 

• 本製品び正しく機能しない場をは、ク U ツプなどの細い棒で RESET ボタンを押 
して、 U セツトしてください。 U セツトしてもペア U ング情報は削除されませ 
ん/。 

• Bluetooth 機器か 5 受信するときの音声ビツトレート (A2DP による音声スト 
U — S ング)を変更することびでさます。 

一 V0L+ ボタンを押しなび 5 電源を入れる。 

音質を優先します(お買い上げ時の設定)。接続び不安定になることびあり 
よ9 〇 

一 V0L -ボタンを押しなび 6 電源を入れる。 

音質よ0接続状態を優先します。接続び不安定なとさはこの設定を選んで 
<ださい。 

ランプ表示 

Bluetooth の通信状態をランプで確認でさます。 


状態 

点滅バターン (〇 :青/参：ホ） 

機器検索中 

〇参〇参〇参〇参〇... 

接続待ち 

0 0 0 0 0 ... 

接続動作中 

00 -00-00-00... 

接続済み 

〇 〇 ... 

音楽再生中 

00 〇〇 ... 


クヒント 

電池の残量び少なくなると、機器検索中の点滅状態政外では、ランプの色は青か 
b 赤に変わります。 


巧電する 


本製品はリチウムイオン充電式電池を内蔵しています。充電してか5お使 
いください。本製品の充電中は、ランプ(ホ)び点好し、充電び完了後にラン 
プは消灯します。充電時間は約 2.5 時間です。 

パソコンか 5 巧電ずる 




. I . ,. . 1 . 巧 ^ 回因亦 ED I ' 

Micro USB ケーブル(付属） 

1 本裂品の Micro USB ジャックのカバーを開く。 

2 付属の Micro USB ケーカレで、本裂品と起動しているバソコンを接続ず 
る。 

r おずそわけ巧電」に対応した"ウオークマン"をお使いの場合 

お使いの"ウオークマン"び「おすそわけ充電」に対応している場合は次のよ 
ラな充電ちでさます。 


I 本製品と"ウォークマン"を同時に巧電ずる 

巧電ケーブル(付属） 

^ 響じ勾 


"ウオークマン"の 

WM-P0RT 

ジャックへ 


Micro USB ケースレ(付属） 

ごま意 

Micro USB ケーブル(付属)と充電ケーブル(付属)を組み合わせた場合、次の 
よラに"ウオークマン"を接続せずに、本製品のみを接続して充電することは 
でをません。 




"ウオークマン"か6本製品に巧電ずる（おずそわけ巧電） 
充電ケープル(付属） 

"ウ オーク マン"の 
WM-P0RT ジヤックへ 


ごま意 

おずそわけ充電を行った場合、"ウオークマン"の電池残量びなくなる場をが 
おじます。 

クヒント 

「おすそわけ充電」に対応した機種については、裏面の r お問い合わせ窓□のご案 
内」の r ウオークマン カスタ マーヴポート」 の ホームページを ご覧ください。 

電源コンセントか 5 巧電ずる 

本製品に対応している別売りの AC パワーアダプター (AC-NWUM60 など） 
を使ラと、パソコンを使わずに、電源コンセントか 5 充電することをでをま 
す。対応機種についての詳細は、裏面の r お問い合わせ窓□のご案内」の 
「ウ オークマン カスタ マーサポー ト」の ホームページを ご覧ください。 


I A な± 1 下記のま意事頂を守 6 ないとけがをしたり周辺の 家財 
l/.Vi 后、 I に損害を与えたりずることがありまず。 


A yy 下記のま意事項を守6ないと 

应^警告 I 义災•感電•発熱•発乂にょり 

火災感電やけどや大けがの原因となりまず。 


電池についての安を上のごま意 

液漏れ • 破裂•発熱•発乂 • 誤软による大けがや失明を避け 

るため、下記のま意事項を必ずお守りください。 


お買い上げいただをありびとうございまず。 

A 音か化 I 電気製品はま全のための注意事項を守らないと、火災传人身事 
/へ目口 I 故になることがあります。 

この取扱説明書をよ <お読みのラえ、製品を安全にお使い< ださい。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 


操作 

操作手順 

電源を入れる/切る 

►■■/POWER ボタンを約 2 砂間長押 
しする。 

ランプび点滅し、ビープ音び鳴 0 ま 
す。 

再生/一時停止する 

►■■/POWER ボタンを押す。 

ペアリングモードにする 

電源び切れている状態で、 ►■■/ 
POWER ボタンを 7 秒 ULL (ランプ 
盾）（ホ)び交互に点滅するまで)長 
押しする。 

前(または再生中）/次の巧を頭出 
しする 

シヤトルスイッチを ■◄◄/►► I に回 
す。 

早戻し/早送 0 する 

シヤトルスイッチを W / W に回 
したままにする。 

音量を上げる/下げる 

V0L+/- ボタンを押す。 

音量を続けて上げる/下げる 

V0L+/- ボタンを長押しする。 

ノイズキヤンセ U ング機能を使ラ 

ノイズキヤンセリング ON/OFF ス 
イッチを ON にする。 



を全のためのま意事項を守る 


定期的に点検ずる 


故障した 5 使わない 


万一、異常び起さた 5 

























電池の残量を確認ずる 

本製品の電源を入れたとさに、ランプの点滅回数で電池の残量を確認でさま 
す。 


ランプ(ホ） 

電池残量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減(要充電） 


ごま意 

• 本製品の電源び入っているときは、電池の残量を確認でさません。 

• 電池の残量び完全にな < なると、ビープ音び鳴0、本製品の電源び自動的に切 
れます。 

巧電についてのごま意 

• 本製品に対応している Micro USB ケーブルおよび充電ケーブル L 处外で充 
電しないでください。 

対応機種についての詳細は、「お問い合わせ窓口のご案内」の r ウォークマ 
ンカスタマーサポート」のホームページをご覧ください。 

• 本製品を長期間お使いにならなかったとさ、パソコンにつないで充電して 
わ、本製品のランプ(ホ)びすぐに点灯しない場合びあります。本製品から 
Mic の USB ケーブルをはずさず、ランプ(ホ)び点口するまでしばらくお待 
ち < ださい。 

• 本製品の電源び入っているとさに充電を開始すると、本製品の電源は自動 
的に切れます。また、充電中は本製品の電源を入れることはでをません。 

• 周固の温度び5で〜35での環境にて充電を巧ってください。この範囲を 
超えて充電を行ラと、充電完了前にランプ(赤)び消灯することびありま 
す。 

• 本製品とパソ]ンを接続中にパソコンび省電カモードになると、正しく充 
電されません。接続を行ラ前にパソコンの設定を確認してください。パ 
ソコンび省電カモードになるとランプ(赤)は自動的に消口します。この 
場合は、充電をや0直してください。 

• 本製品とパソコンは、付属の Micro USB ケーブルを使い、必ず直接つなし、 
でください。 USB 八ブなどを経由して接続すると、正しく充電されないこ 
とびあ0ます。 


ペアリングする 

聞 uetooth 機器では、あらかじめ、接続しようとする機器を登録しておく必 
要びあります。この登録のことをペア U ングといいます。 

一度ペア U ングすれば、再びペア U ングする必要はあ0ません％ 

ペアリングの手順 

ペア U ングする Bluetooth 機器の取扱説明書をご用意くださし、。 

1 Bluetooth 機器の電源を入れ、本製品の 1 mlU 巧に置く。 

2本製品をペアリングモードにずる。 

電源び切れている状態で、 WI / POWER ボタンを7秒じ(上長押しします。 
ペア I 」ングモードになるとランプ(青）（赤)び交互に点滅します。 

聲ヒント 

本製品をお買い上げ時、または、本製品内のペア U ング情報びすべて削除され 
ている場をは、電源び切れている状態で、 ► II / P 0 WER ボタンを約2秒間長押 
しして電源を入れるとペア U ングモードになります。 

ごま意 

5分し U 内にペア U ングを完了でさなかった場合、本製品のペアリングモード 
は解除され、電源び切れます。この場合、もラー度手順1から操作を行ってく 
ださい。 

3 Bluetooth 機器をペアリングモードにする。 

操作方法は Bluetooth 機器の取扱説明書をご覧ください。 

う•ヒント 

• 接続対象を選ぶ画面び表示された5、 " MDR - NWBT 10 N " を選んでくださ 
い。 

• パスキーを入力する画面び表示されたら、"000日"と入力して<ださい。 

4 Bluetooth 機器側の Bluetooth 接続操作を巧う。 

接続び完了すると、本製品のランプ(青)の点;威び、ゆっく 0とした点減 
に変わります。 

Blue 阳 oth 機器によっては、ペアリングび完了すると自動的に 
聞 uetooth 接続した状態になる場合びあります。 

ペア I 」ング完了後、っづけて音楽を聞く場合は、「音楽を聞く」の降の 
操作をしてください。 

聲ヒント 

複数の Bluetooth 機器とペア U ングするには、ペア U ングする機器ごとに手順1 
か5繰り返し操作してください。 

ペアリングを途中でやめるには 

►■■/ POWER ボタンを約2秒間長押しして、本製品の電源を切ります。 

ペアリング情報をずべて削除ずるには 

1本製品の電源び入っているときは、 Wl/POWER ボタンを約 2 秒間長巧 
しして本製品の電源を切る。 

2シャトルスイッチを I ◄◄へ回したまま、 ►ll/POWER ボタンを 7 秒 W 上 
長押しする。 

ランプ(青)び4回点滅して、本製品に登録されているすべてのペア U ン 
グ情報び削除されます。 

* し U 下の場含は、再度ペア U ングを行ってください。 

• 修理を行ったなど、本製品内のペア U ング情報び消去されてしまったとさ。 

• 本製品に9台政上の Bluetooth 機器をペア U ングしたとき。 

本製品は8台までの Bluetooth 機器をペア U ングすることびできます。9台 
目の機器をペア U ングすると、ペア U ング済の機器のうち、 Blue 阳饥 h 接続 
をした日時び最もちい機器のペア U ング情報び削除されます。 

• ペア U ングした Bluetooth 臟器內か5本製品のペア U ング情報び削除され 
たとさ。 


音楽を聞< 

ごま意 

本製品で拟下を確認して < ださい。 

• 充電されているか。 

• Bluetooth 機器とのペア U ングび完了しているか。 

操作は聞 uetooth 機器によって異なることびあります。 Bluetooth 機器の取 
扱説明書わあわせてご覧ください。 

1 Bluetooth 機器の電源を入れる。 

2本製品の ►H/P0WER ボタンを約 2 秒間長押しして電源を入れる。 

最初に電池の残量をお知5せするランプ(赤)び点滅します。点滅回数 
については r 電池の残量を確認する」をご覧 < ださい。 

続いて、ランプ倩)び点;威し、接続待ち状態になります。 

3 Bluetooth 機器測の Bluetooth 接続操作を巧う。 

操作方法は、 Bluetooth 機器の取扱説明書をご覧ください。 

接続び完了すると、本製品のランプ(青)の点減び、ゆっく 0とした点滅 
に変わります。 

4 Bluetooth 機器の音楽やビデオを再生ずる。 

本製品のボタン操作については、 r 各部の名前」をご覧 < ださい。 

再生び始まると本製品のランプ(青)び2回点滅を繰0返します。 

•参ヒント 

聞 uetoo か機器によっては、 Blue 阳〇か機器側でち音量の調節び必要な場をびあ 
ります。 

使い終わるには 

1 Bluetooth 機器を操作して、 Bluetooth 接続を切断ずる。 

2本製品の ►H/P0WER ボタンを約 2 秒間長巧しして、電源を切る。 

ランプ(青)び点丹し、本製品の電源び切れ、同時に Bluetooth 接続び切断 
されます。 

をヒント 

聞 uetoo か接続されている状態では、音楽を停止していても本製品の電池は消耗 
します。使用しないときは、本製品の電源を切ることで電池を長持ちさせること 
びでさます。 


ノイズキャンセリング機能を使う 

本製品のノイズキャンセ U ング機能を有効にすると、周囲の騒音を低減する 
ことびでさます。 

1本製品のノイズキャンセリング ON/OFF スイッチを ON にずる。 

ごま意 

• ノイズキャンセ U ング機能は本製品自体に搭載されています。 

• ノイズキャンセ U ング機能付き Bluetooth 機器と接続した場を、 Bluetooth 磯 
器側のノイズキトンセ U ング機能をオンにずる必要はありません。また、本製 
品のノイスキャンセ U ング ON/OFF スイッチで聞 uetoo か機器側のノイズ 
キャンセ U ング臟能を操作することはできません。 

へッ ドホンのイヤーピースを交換ずる 

イヤーピースび耳にフィットしていないと、適切なノイズキャンセル効果び 
得られない場合びあります。快適なノイズキャンセル効果とより良い音質 
を楽しんでいただくためには、イヤーピースのサイズを交換したり、おさま 
りの良い位置に調整するなど、ぴったり耳に装着させるよラにしてくださ 
い。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着されています。サイズび耳に合わない 
と感じたときは、同個の L サイズや S サイズに交換してください。 

イヤーピースび はずれて耳に残5ないよラ、 イヤーピースを 交換する際に 
は、へッドホンにしっかり取り付けてください。取り付けを確実にするため 
にイ ヤーピースを 回転してくださし、。 

同個のイヤーピースし处外にを、 S サイズよりルさい SS サイズを別売りして 
います。* 

イ ヤーピースの サイズ(巧側の色） 



ルさい 一、 大きい 


SS (別売*) 

S 

M 

L 

(ホ） 

(程） 

(緑） 

(水色） 


イヤーピースをはずずとさは 

へッ ドホンを押さえた状態で、イヤーピースをねじりなび5引き抜きます。 



•参ヒント 

イヤーピースび滑ってはずれない場をは、乾いた柔5かい巧で < るむとはずれや 
す<な0ます。 


イ ヤーピースを 付けるときは 

へッドホンの突起部分び完全に隠れるまで、イヤーピースの着色部分をねじ 
りなび5巧し込んでくださし、。 



* イヤーピースは消耗品で、お取り替えび可能です。イヤーピースび破損した 
場合には、別売りのイヤーピース （ EP - EX 10 シ U - 刀と交換してください。 
詳しくは、 r お問いをねせ窓口のご案内」の「ウオークマンカスタマーサポー 
卜」のホームページをご覧 < ださい。 

ホルダーの使いかた 

本製品にホルダーを取り付けることで、持ち運ぶときのボタンの誤操作を防 
をます。 

取り付けるには 

本製品とホルダーを持ち、図のよラに取0付ける。 



取りはずずには 

ク U ップの上部を指で押さえ (©) 、図のよラに本製品を取りはずす (®) 。 




ほ用上のごま意 

Bluetooth 通信について 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ10 m 程度までの距離で通信でさますび、 
障害物(人体、金属、壁など)や電波状態によって通信有効範囲は変動しま 
す。 

• Bluetooth 機器と無線 LAN ( IEEE 802.1 1 b / g ) は同一周波数帯 (2.4 GHz ) 
を使用するため、無線 LAN を搭載した機器の近辺で使用すると、電波干渉 
び発生し、通信速度の低下、雑音や接続不能の原因になる場合びあ0ます。 
この場合、次の対策を行ってください。 

-本製品と Bluetooth 機器を接続するときは、無線 LAN か510 m 政上離れ 
たところで行ラ。 

-10 ml ； [内で使用する場合は、無線 LAN の電源を切る。 

■本製品と Bluetooth 機器をできるだけ近付ける。 

• Bluetooth 機器び発生する電波は、電モ医療機器などの動作に影響を与え 
る可能性びあります。場合によっては事故を発生させる原因になります 
ので、次の場所では本機および Bluetooth 機器の電源を切ってください。 

-病院内/電車内/航空機内/ガソ U ンスタンドなど引火性ガスの発生 

する場所 

-自動ドアや火災報知機の近く 

• 本機は、 Bluetooth 無線技術を使巧した通信時のセキュ U ティとして、 
Bluetooth 標準規格に準拠したセキュ U ティ機能に対応していますび、設 
定内容などによってセキュ U ティび充分でない場合びあります。 

BI uetooth 通信を行ラ際はごを意ください。 

• Bluetooth 通信時に情報の漏洩び発生しましてち、弊社としては一切の責 
任を負いかねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 本機はすべての Bluetooth 機器との聞 uetooth 接続を保証するをのではあ 
0ません。 

• 接続する機器によっては、通信びできるようになるまで時間びかかること 
びあ0ます。 

その他のごま意 

• 本製品の使用中に不快感が発生した場含はすぐに使用を停止して、ソニーの相 
談窓□またはお買い上げ店にご相談ください。 

• 本製品は、力を加えたり重さを加えたりしたまま長時間放置すると、変形して 
しまラおそれがあります。保管するとをは、変形しないよラにしてください。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないで<ださい。 

• ミちれは、乾いた柔らかい巧でふさ取って < ださい。 

• 本製品は防水-防滴仕様ではありません。 

一水磊れや汗浸入により、内部び腐食し、故障の原因となることびあります。 
一水びかからないよラにミ主意し、湿気の多い場所での使用は避けて < ださい。 
一操作部や Micro USB ジャック部は、濡れた手で触5ないよラごミ主意くださ 
い。 

一ご使用後、およびパソコン接続前-充電前には、乾いた巧で水分传汗をなさ 
取ってください。 


故障かな？とおった6 

イ I 参理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を確 

認してください。それでち正常に動作しないときは、ソニーの相談窓□また 

はお買い上げ店、ソニーサービスステーションにお問い合わせくださし、。 

一電源び入5なし、 

• 本製品を充電する。 

• 充電中は電源を入れることびでさません。 Mic の USB ケーブルを本 
製品か5はずして電源を入れる。 

-► ペア U ングできない 

本製品と Bluetooth 機器をなるべく近付けてからペアリングを行ラ。 

-► Bluetooth 接続びできない 

• 本製品の電源び入っているか確認する。 

• Bluetooth 機器の電源び入っていて聞 uetooth 機能び有効になってい 
ることを確認する。 

• 本製品内あるいは Bluetooth 機器内において、お互いのペア U ング情 
報び削除されている。 

再度ペア U ングを巧ラ。 

-► 音び途切れる 

• 無線 LAN や Bluetooth 機器、電子レンジを使巧している場所など、電 
磁波を発生する機器びある場合は、その機器から離れて使巧する。 

• 本製品のアンテナを相手側 Bluetooth 機器の方向へ向け、障害物で遮 
5ないよラにする。 

• ノイズキャンセ U ング機能をオンにしていると、静かな場所や周囲の 
騒音の種類によってはノイズび大きくなることびあります。その際 
はノイズキャンセリング機能をオフにしてください。なお、本製品は 
屋外や電車内などの騒音のをい場所でノイズキャンセル効果を最大 
限に生かすために、へッドホンの音圧感度を大幅に高めています。そ 
のため、ノイズキャンセ I 」ング機能をオフにしても静かな場所ではか 
すかなホワイトノイズび聞こえる場合びあります。 

-► 本製品を操作でをない 

本製品をリセットする。詳しくは、「各部の名前」のヒントをご覧<ださ 

い。 

-► 充電び完了しない 

• 本製品とパソコンび付属の Micro USB ケーブルでしっかり接続され 
ているか確認する。 

• パソコンの電源び入っているか、スタンバイ（ス I 」ープ)、休止状態に 
入っていないか確認する。 

• 本製品とパソコンび USB 八ブなどを経由せずに直接っなびっている 
か確認する。 

• 接続しているパソコンの USB ポートに問題びある可能性びある。パ 
ソコンに別の USB ポートびあれば、そのポートに接続し直す。 

• 上記に当てはまらない場合は、 USB 接続をし直す。 

-► 充電時間び長し、 

• 本製品とパソコンび USB 八ブなどを経由せずに直接つなびっている 
か確認する。 

-► 音び出ない 

• 本製品と聞 uetooth 機器の接続びできていない。 Blue 扣 oth 接続する。 

• Bluetooth 機器で音楽び再生されているか確認する。機器側で音量を 
調節する必要びある場合は、音量を上げる。 

• 本製品の電源び入っているか確認する。音量び小さすざないか確認 
す爸。 

• 本製品と Bluetooth 機器を再度ペア U ングする。 

-► 音びルさい 

• 本製品の音量を上げる。 

-► 音楽再生中に音び途切れやすい 

本製品は高い音声ビットレートで音楽を受信でさますび、ご使用環境に 

よっては音び途切れやすい場合びあります。 

r 各部の名前」のヒントをご覧にな0、音声ビットレートの設定を変更し 

て < ださい。 

-► ノイズキャンセル効果び得られない 

• ノイズキャンセ U ング ON / OFF スイッチび ON になっているか確認し 
て < ださい。 

• イヤーピースを交換した0、おさま0の良い位置にするなど、ヘッド 
ホンをぴったりと耳に装着させるよラにしてください。 

イヤーピースを交換する隙には、イヤーピースびはずれて耳に残5な 
いよラ、へッドホンにしっか0取り付けてください。 

• 静かな場所や、周囲の騒音の種類によっては、ノイズキャンセル効果 
び感じ5れないことびあります。 


主な仕様 

対応機種 

本製品の対応機種についての詳細は、 

「お問い合わせ窓□のご案内」の 
「ウ ォークマン カスタ マーサ ポート」 

のホームページをご覧ください。 

通信法式 

Bluetooth 標準規格 Ver . 2.1+ EDR * 1 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 2 

最大通信距離 

見通し距離約10 m * 2 

使用周波数帯域 

2.4 GHz 帯 

(2.4000 GHz -2.4835 GHz ) 

変調方式 

FHSS 

対応 Bluetooth プ□ファイルが 

A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile ) 

AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile ) 

巧応コーデック *4 

SBC が 

伝送帯域 (A2DP) 

20- 20,000 Hz 
(44.1 kHz サンプリング） 

ノイズキャンセリング機能 

ノイズキャンセ U ング機能対応 

総騒音抑制量 (TNSR ) が 

lOdB 

同個品 

• ワイヤレスステレオヘッドホン（り 
• イヤーピース ( S 、 M 、 L 各 2) お買い上げ時は M サイズび装着されていまず。 

• Mk : の USB ケープル 0) 

• 充電ケープル (1) 

• ホルダー （1) 

• 取扱説明書-保証書 (1) 

*1 Enhanced Data Rate の略 

通信距離は目安です。周囲環境により通信距離び変わる場をびあります。 
Blue 杞 oth プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の特性ごとに機能を標準化 
したちのです。 

音声圧縮変換方式のこと 
が Subband Codec の略 

当社規定の航空機シ S ユレートノイズ下における、環境選択「航空機」設定時 
とへッドホン非装着時との比較による値。総騒音抑制量(当社測定法による) 
約 lOdB は 音の エネルギーで 約9日.0%の騒音低減に相当。 

Micro USB ケーブルでの巧電に必要な動作環境 

处下の 0 S を標準インス I -ールした旧 M PC / AT 互換機の USB ポート専用で 
す。（曰本語版標準インストールのみ） 

Windows XP Professional (Service Pack 3 L 如き )/ Windows Vista Home 
Basic (Service Pack 2 政降)/ Windows Vista Home Premium (Service 
Pack 2 政降)/ Windows Vista Business (Service Pack 2 削驾) /Windows 
Vista Ultimate に ervice Pack 2 じ(降 )/ Windows 7 Starter/Windows 7 
Home Basic/Windows 7 Home Premium/Windows 7 Professional / 
Windows 7 Ultimate 


商標について 

• "ウォークマン—、" WALKMAN "、" WALKMAN " □コは、ソニー株式尝社の 
登録商標です。 

• 聞 uetooth ワードマークと□コ f は 、 Bluetooth S に， Inc . の所有であり、ソ 
ニー株式尝社はライセンスに基づをこのマークを使用しています。他の 
トレードマークおよびトレード名称については、個々の所有者に帰属する 
をのとします。 

• Microsoft および Windows、Windows Vistax Windows Media は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標、また 
は商標です。 

• その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登 
録商標あるいは商標です。なお、本文中では™、@マークは明記していませ 
ん /。 


保証書と アフターサービス 

巧証書 

• 本書には、保証書び印刷されていまず。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保管して < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 
調テび悪いとをはまずチェックを 

この取扱説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

ソニーの 相談窓□またはお買い上げ店、お近くの ソニーサービス ステ ーシヨ 
ンにご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書を 
ご賣くださし、。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料にて対応させてい 
ただをます。 

なお当社の判断によ0有料にて交換対応させていただく場合びございます。 

部品の保有期間について 

当社では本製品の補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本製品についてご不明な点や、技術的なご質問、故障と思われるとさのご 
相談については、下記のお問い合わせ先をご利用ください。 

• ホームページで調べるには => ウ オークマン カスタ マーヴポートへ 
( http :// www . sony . co.j p/wal km a n-s up port /) 

最新サポート情報や、よくあるお問いをわせとその回答をご案内していま 
す。 

• 電話- FAX でのお問い合わせは-> ソニーの相談窓□へ 
(下記電話- FAX 番号） 

お問い合わせの際は、次のことをお知らせ < ださい。 

-型名： MDR - NWBT 10 N 
一 ご相談内容：でさるだけ詳しく 
一 お買い上げ年月日 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームぺージをごミち用ください。 http://www.sony.co.jp/s 叩 port 



FAX (巧近） 0120 -333-389 ソニー株式会社 干1 08-Q075 東京都港区港南1 -7-1 


動作温度 

日で〜35む 

電源 

内蔵 U チウムイオン充電式電池使用 

電池持続時間 

ノイズキャンセ U ング機能オン時： 

約3時間 

ノイズキャンセ U ング機能オフ時： 

約 3.5 時間 

巧電時間 

パソコンの USB ポートからの充電の場 

厶 

約 2.5 時間 

レシーバー お式 

密閉ダイナミック型 

ドライバーユニット径 

約 13.5 mm 

列お寸法(幅/高さ/奥巧き、最大突起 
部含まず） 

約 50.5 X 24.5 X ] 1 .3 ( mm ) 

最大外ぉ寸法 

約 50.8 X 25.5 X 1 9.0 ( mm ) 

コード長 

約4日 cm 

質量 

約 27 g 


仕様および外観は、改良のため予告な < 変更することびあ0ますび、ご了承 
<ださし、。 










